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日時： 2024年12月21日（土）14時00分～17時00分
会場： TKP大手町カンファレンスセンター（KDDI大手町ビル 22階 ホールE）

13:30 開場
14:00 開会
14:00～14:10 ご挨拶 田村光平 東京都保健医療局医療政策部　医療連携・歯科担当課⾧

隅田由香 東京科学大学　特命教授、日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第1講座　教授

14:10～14:15 頭頸部がん治療と就労の両立とは ーインタビューの１例からー
今津陽子 東京科学大学大学院保健衛生学研究科　准教授

14:15～14:20 質的研究の結果まとめ
正木啓太 東京科学大学病院歯系診療部門言語治療外来　言語聴覚士　　

14:20～14:25 がん患者の方の困りごと：調査で見えた対応すべきこと
相田　潤 東京科学大学大学院医歯学総合研究科歯科公衆衛生学分野　教授

14:25～14:30 形態および機能温存に貢献する放射線治療補助装置
村瀬　舞 東京科学大学生体補綴歯科学分野　助教

14:30～14:35 欠損補綴装置による頭頸部がん治療後の回復と社会復帰に有用なデジタル技術の応用
服部麻里子 東京科学大学生体補綴歯科学分野　講師

14:35～14:40 ウェアラブルデバイスを用いた咀嚼リズムの計測から早期の社会復帰を目指す
原口美穂子 東京科学大学生体補綴歯科学分野　特任助教

14:40～14:45 AI技術を用いた機能回復の予測システムと診療支援システムの紹介と今後の社会実装
隅田由香 東京科学大学　特命教授、日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第1講座　教授

14:45～15:00 休憩

15:00～15:15 働く頭頸部がん患者が職場で直面する課題～医療者ができる支援とは？
高橋　都 NPO法人日本がんサバイバーシップネットワーク　代表理事

15:15～15:25 頭頸部がん患者の就労支援に何が必要か
山﨑知子 埼玉医科大学国際医療センター頭頸部腫瘍科・耳鼻咽喉科　教授

15:25～15:35 がん相談支援センターにおける就労支援３例
⾧谷川尚子 東京都立駒込病院患者・地域サポートセンター 患者支援グループ　グループリーダー

15:35～15:45 頭頸部がん患者の就労支援 ～事例からの考察～
 清水理恵子 国立がん研究センター中央病院がん相談支援センター　認定がん専門相談員

15:45～16:20 コーヒーブレイク

16:20～17:00 治療と仕事の両立支援のためにできること
司会 太田嘉英 東海大学医学部専門診療学系口腔外科学領域　教授
パネリスト

去川俊二 埼玉医科大学国際医療センター形成外科　教授
島本裕影 武蔵野赤十字病院　歯科口腔外科部⾧
西脇恵子 頭頸部がん患者友の会　会⾧
柳下寿郎 口腔がん撲滅委員会　代表理事
吉本世一 日本頭頸部癌学会　理事⾧、国立がん研究センター中央病院　頭頸部外科科⾧
田村光平 東京都保健医療局医療政策部　医療連携・歯科担当課⾧
第１部報告者（７名）、第２部講演者（４名）

17:00 閉会

第２部 講演   頭頸部がん治療と就労の両立支援の現場から

第３部 パネルディスカッション  医療者間の情報共有を発展し拡大するために

頭頸部がん治療と就労の両立支援のためのシンポジウム
～医療者間の情報共有～

開催プログラム

第１部 研究成果の報告  東京科学大学研究チーム
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頭頭頸頸部部ががんん治治療療とと就就労労のの両両立立ととはは  ーーイインンタタビビュューーのの１１例例かかららーー  

 

東東京京科科学学大大学学大大学学院院  保保健健衛衛生生学学研研究究科科  災災害害・・ククリリテティィカカルルケケアア看看護護学学分分野野  

准准教教授授  

今今津津陽陽子子  

 

 

 

頭頸部がん治療においては、腫瘍やその治療の影響により、咀嚼・嚥下や発声

などの機能障害、顔貌の変化が生じる。頭頸部がん患者に関わる様々な医療者は、

患者や家族と日々向き合い、治療や療養生活の意向を確認し支援を進める一方

で、患者の生活の一部である「働くこと」について、どのような困難を感じてお

り、どのような支援をすべきか、患者・家族の背景が非常に多様であることから、

医療者が知りづらい状況もある。今回、東京科学大学病院緩和ケアチーム、保健

衛生学研究科教員からなるメンバーでは、就労している頭頸部がん患者にがん

治療と仕事について、インタビューを行った。本演題では、働き盛りの頭頸部が

ん患者の一例を通して、通院しながら仕事をする患者が、治療期やその後に考え

ていたこと、治療と仕事を両立させるために困難だと感じたこと、そしてそれを

乗り越えるために行ったことについて報告する。本演題が、医療者によるがん患

者の就労と治療の両立支援を促進させるちょっとしたきっかけとなることを願

っている。 
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今津陽子（イマヅ ヨウコ）

東京科学大学大学院保健衛生学研究科

災害・クリティカルケア看護学分野　准教授

学　歴

2005年 3月 東京医科歯科大学医学部保健衛生学科看護学専攻　卒業

2010年 3月 東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科総合保健看護学専攻博士前期課程　修了

2013年 3月 東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科総合保健看護学専攻博士後期課程　修了

職　歴

2005年 4月 東京大学医学部附属病院　看護師

2013年 2月 東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科先端侵襲緩和ケア看護学分野 技術補佐員

2014年 4月 東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科共同災害看護学専攻　特任助教

2017年 5月 横浜市立大学医学部看護学科成人看護学領域　講師

2020年 4月 東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科災害・クリティカルケア看護学分野　

准教授

学会活動（認定医資格）等

2020年 4月 一般社団法人日本がん看護学会　災害対策委員会　委員

2023年 9月 一般社団法人日本災害看護学会　推薦理事

2023年 9月 一般社団法人日本災害看護学会　災害看護倫理検討委員会　委員長

その他

2022年 8月 一般社団法人全国がん患者団体連合会

「がん患者学会2022」「がん医療・がん患者の災害対策」

2024年 9月 静岡県立静岡がんセンター認定看護師教育課程　非常勤講師

科目「がん薬物療法を受ける患者の継続支援体制」

担当単元「がん薬物療法を受ける患者の災害時の支援と課題」

─ 5 ─



 

質質的的研研究究のの結結果果ままととめめ  

 

東東京京科科学学大大学学病病院院  歯歯系系診診療療部部門門  言言語語治治療療外外来来  

言言語語聴聴覚覚士士  

正正木木啓啓太太  

 

 

 

就労を望む頭頸部がんサバイバーが就労しやすい社会の実現を目指し，頭頸

部がんサバイバーの就労の実態と支援ニーズを明らかにすることを目的に，多

職種による共同研究として質的記述的分析を行った。まず，インタビューシナリ

オを用いた半構造化面接を12名に実施し得られた逐語録からコード化を行った。

その後，意味の類似したコードを集約し，サブカテゴリーを生成し，同様の手順

でサブカテゴリーを集約しカテゴリーを生成した。結果， 12 名の質的記述的分

析より，［社会的・職業的調整］，［家族・社会的関係の促進］，［医療心理的サポ

ートの充実］，［経済的・生活への影響の必要性］，［痛みや食事，整容性に関する

不安の解消］のカテゴリーが挙がった。 結果から，頭頸部という部位的特性が

食事や会話など，口腔機能の低下が復職の困難を招き，職場への説明が必要とさ

れることが明らかとなり，企業，病院，行政が一体となって取り組む必要性が示

唆された。 
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正木啓太（マサキ ケイタ）

東京科学大学病院　言語治療外来　言語聴覚士

学　歴

2016年 9月 上智大学大学院言語科学研究科言語学専攻言語聴覚士研究コース修了 修士(言語学)

職　歴

2017年 4月 聖母療育園　言語聴覚士

2019年 12月 東京医科歯科大学歯学部附属病院（現・東京科学大学病院）言語治療外来　言語聴覚士

学会活動（認定医資格）等

2022年 9月 日本言語聴覚士協会　認定言語聴覚士（言語発達障害領域）

2023年 3月 日本言語聴覚士協会　認定言語聴覚士（吃音・小児構音障害領域）
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ががんん患患者者のの方方のの困困りりごごとと：：調調査査でで見見ええたた対対応応すすべべききこことと  

 

東東京京科科学学大大学学  大大学学院院医医歯歯学学総総合合研研究究科科  歯歯科科公公衆衆衛衛生生学学分分野野  

教教授授  

相相田田  潤潤  

 

 

 

病院で口腔がん患者の方々にオンラインアンケートを実施し、困りごとを把

握し解決策を検討した。269 名の調査結果から、以下の対策が必要だと考えられ

た。 

行政や民間の対策として、信頼できる情報を一か所で提供するウェブサイト

の構築、オンライン申請や代理申請の導入、がん患者向け求人コーナーの設置、

治療休暇や在宅ワークが出来る職場環境の整備、がん患者を雇用した場合の補

助金制度の普及などが挙げられた。医療機関では、がん支援センターや患者会の

情報提供、後遺症が少ない治療法の開発、複数の診療科での情報共有の徹底、イ

ンターネット予約の導入、術前術後の説明やリハビリやカウンセリングの充実

が必要とされた。また、行政と医療機関が共同した取り組みとして病院での公的

支援の申請窓口の開設や受給資格を判断して申請を支援するAIによる自動申請

システムの開発、病院内の支援情報提供窓口の設置などが挙げられた。 
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相田 潤（アイダ ジュン）

東京科学大学 大学院医歯学総合研究科 歯科公衆衛生学分野　教授

学　歴

2003年 3月 北海道大学歯学部歯学科　卒業

2004年 3月 国立保健医療科学院専門課程　卒業

2007年 3月 北海道大学大学院歯学研究科博士課程　卒業

職　歴

2007年 4月 東北大学大学院歯学研究科国際歯科保健学分野　助教

2010年 4月 ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン　客員研究員

2011年 11月 東北大学大学院歯学研究科　准教授

2012年 10月 宮城県保健福祉部　参与（歯科医療保健政策担当）兼務

2020年 8月 東北大学大学院歯学研究科歯学イノベーションリエゾンセンター地域展開部門

教授（クロスアポイントメント）

2020年 8月 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科健康推進歯学分野　教授

2021年 6月 東北大学　特任教授（客員）

2024年 10月 東京科学大学大学院医歯学総合研究科歯科公衆衛生学分野　教授

学会活動（認定医資格）等

日本口腔衛生学会　認定医・指導医

日本疫学会　上級疫学専門家

日本公衆衛生学会　認定専門家
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形形態態おおよよびび機機能能温温存存にに貢貢献献すするる放放射射線線治治療療補補助助装装置置  

 

東東京京科科学学大大学学生生体体補補綴綴歯歯科科学学分分野野  

助助教教  

村村瀬瀬  舞舞  

 

 

 

放射線治療は，短期間の通院治療にもかかわらず根治性が高く，臓器の形態や

機能の温存が可能であり，がん治療後も患者にとって生活の変化が少ないQOL維

持が可能な治療法と位置付けられている． 

しかし放射線治療であっても頭頸部領域への照射後には深刻な口腔粘膜炎，

放射線性骨髄炎などの副作用が生じることがあり，それらの症状を最小限に抑

えるために放射線治療補助装置がある．3D プリンター用レジンと従来の加熱重

合型歯科用レジンの放射線防護特性を比較し、材料の厚みと放射線減衰の関係

を検討した研究により 3D プリントレジンは有望な放射線防護特性を示し、従来

の加熱重合型レジンに代わる実行可能な選択肢となることを示した．今後，短時

間で非侵襲的に放射線治療補助装置を製作し，より多くの患者への応用が期待

されることが期待される． 
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村瀬 舞（ムラセ マイ）

東京科学大学　助教

学　歴

2003年 3月 昭和大学歯学部歯学科　卒業

2008年 3月 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　修了

職　歴

2008年 4月 東京医科歯科大学歯学部附属病院　医員

2018年 4月 東京医科歯科大学歯学部附属病院　特任助教

2023年 7月 東京医科歯科大医歯学総合研究科生体補綴歯科学分野　助教

学会活動（認定医資格）等

2012年 10月 日本補綴歯科学会　専門医

2014年 6月 日本顎顔面補綴学会　認定医

2019年 10月 日本補綴歯科学会　指導医

2021年 4月 日本口蓋裂学会　認定師
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欠欠損損補補綴綴装装置置にによよるる頭頭頸頸部部ががんん治治療療後後のの回回復復とと社社会会復復帰帰にに有有用用なな  

デデジジタタルル技技術術のの応応用用  

 

東東京京科科学学大大学学生生体体補補綴綴歯歯科科学学分分野野  

講講師師  

服服部部麻麻里里子子  

 

 

 

頭頸部がん切除後の欠損により，患者の外観や，機能が損なわれることがある．

顔面の一部に欠損がある場合は主に整容性が障害され，口腔内に欠損がある場

合は，咀嚼，嚥下，発話が障害される．どちらの場合も社会復帰のためにリハビ

リテーションが必要である．補綴的リハビリテーションでは人工物を用いて顔

面や上顎，下顎，舌の欠損を補う．近年では従来法の印象材を用いた製作法に加

え，口腔内スキャナーや模型スキャナー，歯科用３Dプリンター，ミリングマシ

ーンなどのデジタル技術を応用した補綴装置の製作が実用的となってきた．ま

た３Dデータ用のソフトウエアを用いた補綴装置の設計や，形態の評価も可能で

ある． 

本講演では顎顔面補綴装置の製作や評価にデジタル技術を応用した例を紹介

し，患者の早期社会復帰との関連について論じる． 
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服部麻里子（ハットリ マリコ）

東京科学大学生体補綴歯科学分野　講師

学　歴

2001年 3月 東京医科歯科大学歯学部歯学科　卒業

2005年 3月 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科顎顔面補綴学分野大学院　修了

職　歴

2005年 4月 東京医科歯科大学歯学部附属病院顎義歯外来　助教

2023年 5月 東京医科歯科大学生体補綴歯科学分野　講師

2024年 10月 東京科学大学生体補綴歯科学分野　講師

学会活動（認定医資格）等

2010年 8月 日本顎顔面補綴学会　認定医

2019年 9月 日本補綴学会　専門医
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ウウェェアアララブブルルデデババイイススをを用用いいたた咀咀嚼嚼リリズズムムのの計計測測かからら  

早早期期のの社社会会復復帰帰をを目目指指すす  

 

東東京京科科学学大大学学生生体体補補綴綴歯歯科科学学分分野野  

特特任任助助教教  

原原口口美美穂穂子子  

 

 

 

ウェアラブルデバイスとは、手首や腕、頭などに装着するコンピューターデバ

イスで、腕時計のように手首に装着するスマートウォッチ、あるいはメガネのよ

うに装着するスマートグラスが挙げられる。ウェアラブルデバイスの用途は幅

広く、ジョギングやスイミングなどといった運動を記録する、あるいは心拍や脈

拍、睡眠時間などを捕捉して健康維持に役立てるなど、さまざまな領域での利用

が考えられ、日常生活において日々の生活をデータ化し健康管理に役立てるこ

とができる。 

本講演では、頭頸部がんのために手術を受けた患者は、咀嚼リズムが障害され

る危険性があるため、耳に掛けるタイプのウェアラブルデバイスを応用し、咀嚼

リズムを計測することで、早期の社会復帰を目指す手助けとならないか検討し

た。結果として、安定した咀嚼リズムは患者の機能回復に関連する要因であり、

不安定な咀嚼リズムは食事摂取不足のリスクを高める可能性があることが分か

った。 
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原口美穂子（ハラグチ ミホコ）

東京科学大学生体補綴歯科学分野　特任助教　　　　　

学　歴

1999年 3月 長崎大学歯学部歯学科　卒業

2003年 3月 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科顎顔面補綴学分野大学院　修了

職　歴

2003年 4月 東京医科歯科大学歯学部附属病院顎義歯外来　医員

2018年 4月 東京医科歯科大学歯学部附属病院顎義歯外来　特任助教

2024年 10月 東京科学大学病院顎顔面補綴外来　特任助教

学会活動（認定医資格）等

2009年 2月 日本顎顔面補綴学会　認定医

2010年 4月 日本補綴歯科学会　専門医

2014年 4月 日本補綴歯科学会　指導医

2020年 4月 日本口蓋裂学会　認定師

その他

2015年 3月 「がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会」修了 
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AAII 技技術術をを用用いいたた機機能能回回復復のの予予測測シシスステテムムとと診診療療支支援援シシスステテムムのの  

紹紹介介とと今今後後のの社社会会実実装装  

 

東東京京科科学学大大学学・・日日本本歯歯科科大大学学生生命命歯歯学学部部歯歯科科補補綴綴第第 11 講講座座  

特特命命教教授授・・教教授授  

隅隅田田由由香香  

 

 

 

頭頸部腫瘍切除後に生じる、著しい「話す・飲む・食べる・見た目の変化」に

ついて、腫瘍切除後の支持療法である補綴治療を行うことで、どこまで回復でき

るのかを術前に予測することは、患者が術後の日常生活や社会生活をシミュレ

ーションするのに役立つ。それは、就労との両立に向けた準備にも助けとなるで

あろう。また、AI システムで補綴装置が選択できるようになれば、顎顔面補綴

治療の経験が少ない歯科医師の助けになり、地域医療においても顎顔面補綴治

療を受けやすくなると考えられる。 

本講演では、本事業で開発した①AI 技術を用いた舌機能回復予測システムと、

②顎顔面補綴治療の診療支援システムを紹介し、就労と治療の両立に向けた提

言を行う。 
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隅田由香（スミタ ユカ）

日本歯科大学 生命歯学部　教授　　　　

学　歴

1997年 3月 日本歯科大学　卒業

2001年 3月 東京医科歯科大学歯学研究科博士課程　修了

職　歴

2001年 4月 東京医科歯科大学歯学部附属病院　医員

2003年 4月 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科顎顔面補綴学分野　助教

2005年 4月 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科顎顔面補綴学分野　講師

2021年 4月 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科顎顔面補綴学分野　准教授

2023年 6月 日本歯科大学附属病院総合診療科4　教授 

2023年 7月 東京医科歯科大学　特命教授

2024年 4月 日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第1講座　教授　　　　　

2024年 10月 東京科学大学　特命教授

学会活動（認定医資格）等

2007年 6月 公益社団法人日本補綴歯科学会　代議員

2007年 12月 一般社団法人日本顎顔面補綴学会　認定医（第34号）

2013年 9月 公益社団法人日本補綴歯科学会　指導医（第1145号）

2014年 6月 一般社団法人日本顎顔面補綴学会　理事

2018年 6月 一般社団法人日本口蓋裂学会　理事

2021年 4月  一般社団法人日本口蓋裂学会　認定師（補綴歯科）

2023年 6月 公益社団法人日本補綴歯科学会　東京支部理事
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メ　モ
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働働くく頭頭頸頸部部ががんん患患者者がが職職場場でで直直面面すするる課課題題  

～～医医療療者者ががででききるる支支援援ととはは？？  

 

NNPPOO 法法人人日日本本ががんんササババイイババーーシシッッププネネッットトワワーークク  

代代表表理理事事  

高高橋橋  都都  

 

 

 

働くがん患者に向けた政策は、第 2 期がん対策推進基本計画に盛り込まれて

以来、着実に進んできた。しかし、頭頸部がんについては、就労場面の実態把握

や具体的な支援の検討がいまだ不十分である。また、働く頭頸部がん患者が直面

する状況は、医学的要因だけでなく、個人属性や職場要因、活用できる支援の充

実度等にも大きく左右される。 

本発表では、頭頸部がん患者会 Nicotto の協力を得て実施した「就労場面の課

題」調査の結果から、職場でのコミュニケーション、食事、口腔ケアの課題や、

それらに対応するための説明と交渉、さらには医療者のアクションで役立った

ものについて紹介する。 

就労場面をもっともよく知るのは患者本人である。多職種医療者の役割は、本

人が職場と交渉する際に役立つ情報の提供、機能回復訓練や補完手段情報の提

供、そして働く患者を応援する態度であることを強調したい。 
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高橋 都（タカハシ ミヤコ）

NPO法人日本がんサバイバーシップネットワーク　代表理事

岩手医科大学　客員教授、東京慈恵会医科大学　客員教授

学　歴

1984年 3月 岩手医科大学医学部医学科　卒業

2000年 3月 東京大学大学院医学系研究科国際保健学専攻博士課程　修了

職　歴

1984年 6月 東京慈恵会医科大学附属病院内科　研修医

1986年 4月 東京慈恵会医科大学医学部第一内科学講座　医員

1987年 4月 立川中央病院内科　医員

1999年 10月 東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻 健康学習・教育学分野　助手　

2007年 4月 東京大学大学院医学系研究科 公共健康医学専攻 老年社会科学分野　講師

2009年 8月 獨協医科大学医学部公衆衛生学講座　准教授

2013年 4月 国立がん研究センターがん対策情報センターがんサバイバーシップ　支援部長

2019年 8月 岩手医科大学医学部　客員教授

2020年 4月 東京慈恵会医科大学医学部　客員教授

2020年 10月  NPO法人日本がんサバイバーシップネットワーク　代表理事　　　　

学会活動（認定医資格）等

1990年 9月 社団法人日本内科学会 日本内科学会認定内科医

2006年 10月 社会調査士資格認定機構  専門社会調査士

2016年 1月 日本医師会　認定産業医

2018年 3月 一般社団法人社会医学系専門医協会　社会医学系指導医
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頭頭頸頸部部ががんん患患者者のの就就労労支支援援にに何何がが必必要要かか  

 

埼埼玉玉医医科科大大学学国国際際医医療療セセンンタターー  頭頭頸頸部部腫腫瘍瘍科科・・耳耳鼻鼻咽咽喉喉科科  

教教授授  

山山﨑﨑知知子子  

 

 

 

頭頸部は、呼吸・咀嚼・嚥下、発声、味覚、聴覚など、生活において欠かせな

い機能が集中している。そのため、手術や化学放射線療法によってこれらの機能

の喪失や低下が起こる。がんの治療が終了しても、晩期毒性で困っている症例は

少なくはない。 

就労支援において、多職種連携が必須であることは周知されている。そのため

には情報収集が必要で、治療前において、患者の就労状況（仕事の内容、時間、

自営業か否か、会社にはどの程度病気について話せているかなど）を詳細に聴取

しておく。加えて、支援の情報提供を行うこと、すぐに退職や廃業をしないよう

に説明を行うことが欠かせない。 

本セッションでは、私自身が頭頸部がん患者を診療する際に、配慮しているこ

とと今後の展望について述べる。 
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山﨑知子（ヤマザキ トモコ）

埼玉医科大学国際医療センター頭頸部腫瘍科　教授　　　　　

学　歴

2002年 3月 岩手医科大学歯学部　卒業

2006年 3月 岩手医科大学医学部　卒業

2016年 3月 順天堂大学医学研究科博士課程　修了

職　歴

2006年 4月 岩手県立中央病院　初期研修医

2008年 4月 岩手県立中央病院消化器内科　後期研修医

2009年 4月 国立がん研究センター東病院消化管腫瘍科　レジデント

2012年 4月 国立がん研究センター東病院頭頸部内科　がん専門修練医

2014年 4月 国立がん研究センター東病院頭頸部内科兼先端医療科　医員

2016年 4月 宮城県立がんセンター頭頸部内科　科長

2021年 10月 埼玉医科大学国際医療センター頭頸部腫瘍科・耳鼻咽喉科　教授

学会活動（認定医資格）等

2015年 4月 日本内科学会　認定内科医，総合内科専門医

2016年 4月 日本がん治療認定医

2016年 4月 日本臨床腫瘍学会　がん薬物療法専門医，指導医

その他

2023年 9月 日本がん口腔支持療法学会　理事長
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ががんん相相談談支支援援セセンンタターーににおおけけるる就就労労支支援援 33 例例  

 

東東京京都都立立駒駒込込病病院院  患患者者・・地地域域ササポポーートトセセンンタターー  患患者者支支援援ググルルーーププ  

ググルルーーププリリーーダダーー  

長長谷谷川川尚尚子子  

 

 

 

当院がん相談支援センターでは、治療と仕事の両立支援を医療ソーシャルワ

ーカー（以下、MSW）が中心となり実施している。院内に専門職（ハローワーク、

社会保険労務士、弁護士）の無料出張相談窓口を設け、MSW が専門職と連携し支

援を行っている。MSW が支援を行った３事例を報告する。［事例 1］ MSW が会社

等と連携し復職予定だったが、病状が悪化した。［事例 2］ハローワークと連携

し、永久気管孔の 75 歳男性が就職に至った。［事例 3］他院患者さんが相談目的

で来院、傾聴しピア・サポートや患者会を紹介した。 

病院職員が出来る就労支援を 3つあげる。1 つ目は、患者さんへ「あわてて仕

事を辞めないで」と伝える。2つ目は、患者さんが復職や就職活動時、さらに就

労後も仕事のことを相談できる場を持てる様に支援する。3つ目は、社会福祉制

度活用や職場、地域関係機関等との連携により、患者さんが働き続けられる環境

づくりを心がけることである。 
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長谷川尚子（ハセガワ ナオコ）

東京都立駒込病院　患者・地域サポートセンター　　　　

患者支援グループ　リーダー

学　歴

1992年 3月 東北大学教育学部教育心理学科　卒業

2013年 3月 日本福祉大学大学院社会福祉学研究科社会福祉学専攻　修了

職　歴

1993年 4月 東京都立松沢病院　医事課主事

1996年 4月 東京都立墨東病院　医事課主事

2001年 4月 東京都立大塚病院　医事課主任

2006年 4月 東京都立広尾病院　医事サービス課リーダー

2008年 4月 東京都立大塚病院　医事課リーダー

2018年 4月 東京都立駒込病院　患者・地域サポートセンターリーダー

その他

2022年 4月 認定がん専門相談員

社会福祉士・精神保健福祉士・公認心理師
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頭頭頸頸部部ががんん患患者者のの就就労労支支援援  ～～事事例例かかららのの考考察察～～  

 

国国立立ががんん研研究究セセンンタターー中中央央病病院院  ががんん相相談談支支援援セセンンタターー  

ががんん相相談談専専門門統統括括職職／／認認定定ががんん専専門門相相談談員員  

清清水水理理恵恵子子  

 

 

 

頭頚部がんの患者は、QOL の低下や整容性の変化により気持ちの落ち込みが強

く、就労の継続が難しくなる方も多い。また、その変化によっては機能喪失のた

め、これまでと同様の仕事をこなすことが困難となり職を失う方も少なくない。

その結果、収入も不安定となり、患者はますます生きることへの不安を強めると

いった連鎖が生じている。実際、頭頚部がんの患者が就労相談を希望されてくる

ことは少なく、多くの方は経済困窮で SOS を出される。このことより、頭頚部が

ん患者の支援は、整容の変化や機能喪失が生じる前より開始することが望まし

いと考える。医療者が事前に予測できる不足の事態に備え、チームとして患者、

家族を支える体制を提供することで、患者や家族も安心を得ることができる。患

者が就労への意欲を持ち出すには時間も要する。現実と折り合いをつけながら

生きるためには、社会資源を活用し、生きる保障を得ることも、患者の社会復帰

の後押しとなる。 
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清水理恵子（シミズ リエコ）

国立がん研究センター中央病院　がん相談支援センター

がん相談専門統括職／認定がん専門相談員

学　歴

1988年 3月 千葉大学教育学部　卒業

職　歴

2013年 2月  国立がん研究センター中央病院　がん相談支援センター
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太田嘉英（オオタ ヨシヒデ）

東海大学医学部専門診療学系口腔外科学領域　教授　　　　　

学　歴

1985年 東京歯科大学　卒業

職　歴

1985年 東海大学医学部付属病院　臨床研修医：ローテーション研修

1991年 東海大学医学部口腔外科学　助手

1994年 国立がんセンター東病院頭頸科　国内留学

1996年 博士（歯学）学位取得

1999年 東海大学医学部専門診療学系口腔外科学領域　講師

2003年 東海大学医学部専門診療学系口腔外科学領域　准教授

2009年 東海大学医学部専門診療学系口腔外科学領域　教授

大学院教授（がんプロフェッショナル養成基盤プラン担当教員）

学会活動（認定医資格）等

日本口腔腫瘍学会　理事長

日本癌治療学会　理事

日本口腔外科学会　理事

日本頭頸部癌学会　理事

日本口腔内科学会　評議員

日本口腔ケア学会　評議員

外科系学会保険委員会連合　委員

歯科学系学会保険委員会連合　常任委員

神奈川県国民健康保険団体連合会　審査員

その他

（公社）日本口腔外科学会認定口腔外科専門医、指導医

日本がん治療認定機構がん治療認定医（歯科口腔外科）

（一社）日本口腔腫瘍学会認定口腔がん専門医
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去川俊二（サルカワ シュンジ）

埼玉医科大学国際医療センター 形成外科　教授

学　歴

1998年 3月 山形大学医学部医学科　卒業

2007年 8月 自治医科大学　医学博士号取得

職　歴

1998年 5月 自治医科大学消化器・一般外科

2002年 4月 東京大学医学部付属病院形成外科

2004年 10月 国立がん研究センター形成外科

2006年 4月 自治医科大学形成外科

2010年 4月 ミュンヘン大学口腔顎顔面外科留学(1年)

2018年 4月 埼玉医科大学国際医療センター形成外科

学会活動（認定医資格）等

2006年 4月 日本形成外科学会　専門医

2017年 1月 日本頭蓋顎顔面外科学会　専門医・評議員

日本顎顔面補綴学会　評議員

日本口腔腫瘍学会　評議員
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島本裕彰（シマモト ヒロアキ）

武蔵野赤十字病院　歯科口腔外科　部長　　　　　

学　歴

1997年 3月 東京医科歯科大学歯学部歯学科　卒業

2001年 3月 東京医科歯科大学大学院歯学研究科　修了

2001年 4月 東京医科歯科大学大学院顎口腔外科　専攻性　　　

職　歴

2001年 10月 千葉県がんセンター　麻酔科

2002年 11月 千葉県がんセンター　頭頸科

2004年 4月 東京医科歯科大学歯学部付属病院　医員

2005年 8月 東京医科歯科大学大学院　顎口腔外科学分野　助教

2022年 4月 武蔵野赤十字病院　歯科口腔外科　部長

学会活動（認定医資格）等

2007年 10月 日本口腔外科学会認定　専門医

2012年 4月 日本がん治療認定医機構　がん治療認定医（歯科口腔外科）

2015年 12月 日本口腔腫瘍学会　口腔がん専門医

2018年 4月 国際口腔顎顔面外科　専門医

2019年 4月 日本口腔外科学会認定　指導医

日本口腔腫瘍学会　評議員
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西脇恵子（ニシワキ ケイコ）

日本歯科大学附属病院　言語聴覚士　室長・講師

学　歴

1983年 3月 日本女子大学文学部　卒業

1984年 3月 国立身体障害者リハビリテーション学院聴能言語養成課程　卒業

2009年 3月 国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科保健医療学専攻　修了

職　歴

1984年 4月 医療法人財団河北総合病院リハビリテーション科

1989年 4月 墨田区福祉事業団すみだ福祉保健センターリハビリテーション課

2002年 4月 日本歯科大学附属病院

学会活動（認定医資格）等

日本言語聴覚学会

日本摂食嚥下リハビリテーション学会　評議員・認定士

日本嚥下医学会　評議員

日本顎顔面補綴学会　理事・評議員

その他

一般社団法人東京都言語聴覚士会　会長

一般社団法人日本言語聴覚士協会　評議員

一般社団法人頭頸部がん患者友の会　理事

NPO法人言語障害者の社会参加を支援するパートナーの会和音　理事
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柳下寿郎（ヤギシタ ヒサオ）

日本歯科大学附属病院　教授　　　

学　歴

1993年 3月 日本歯科大学大学院歯学研究科　修了　　　

職　歴

1993年 4月 日本歯科大学歯学部病理学講座　助教

1998年 4月 日本歯科大学歯学部病理学講座　講師

2004年 4月 日本歯科大学歯学部病理学講座　准教授

2005年 10月 日本歯科大学附属病院口腔病理診断室　　

2012年 4月 日本歯科大学附属病院歯科放射線・口腔病理診断　科長

2016年 4月 日本歯科大学附属病院歯科放射線・口腔病理診断　教授

学会活動（認定医資格）等

1989年 6月 歯科医師免許（第108542号）

1994年 3月 日本歯科大学 博士（歯学）（第556号）

1999年 10月 人体解剖資格医（第7494号)

2004年 7月 日本病理学会口腔病理専門医（第126号）
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吉本世一（ヨシモト セイイチ）

国立がん研究センター中央病院　副院長、頭頸部外科　科長

学　歴

1991年 3月 東京大学医学部医学科　卒業

職　歴

1991年 6月 東京大学医学部附属病院耳鼻咽喉科

1993年 1月 財団法人竹田綜合病院耳鼻咽喉科

1994年 9月 NTT東日本関東病院耳鼻咽喉科

1995年 9月 癌研究会附属病院（現：がん研有明病院）頭頸科

2008年 4月 国立がん研究センター中央病院頭頸部腫瘍科（現：頭頸部外科）

学会活動（認定医資格）等

1998年 日本耳鼻咽喉科学会専門医

2008年 日本がん治療認定医

2012年 日本頭頸部外科学会頭頸部がん専門医

2024年 6月 日本頭頸部癌学会　理事長
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田村光平（タムラ コウヘイ）

東京都保健医療局医療政策部　医療連携・歯科担当課長

学　歴

2003年 3月 岩手医科大学歯学部　卒業

2007年 3月 岩手医科大学大学院歯学研究科博士課程　修了

職　歴

2007年 2月 秋田県健康福祉部健康推進課　主査

2011年 4月 岩手医科大学歯学部　非常勤講師

2012年 2月 奈良県立医科大学健康政策医学講座　助教

2013年 4月 葛飾区保健所健康推進課　医務担当係長

2015年 4月 東京都西多摩保健所企画調整課　課長代理

7月 東京都西多摩保健所企画調整課　歯科保健担当課長

2017年 4月 東京都多摩小平保健所企画調整課　歯科保健担当課長

2019年 4月 町田市保健所保健総務課　担当課長

2023年 4月 東京都福祉保健局医療政策部　歯科担当課長

7月 東京都保健医療局医療政策部　歯科担当課長

2024年 4月 東京都保健医療局医療政策部　医療連携・歯科担当課長

学会活動（認定医資格）等

社会歯科学会　理事
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開催後アンケートのお願い 
 

 

この度は、「頭頸部がん治療と就労の両立支援のためのシンポジウム～医療者間

の情報共有～」にご参加をいただき、誠にありがとうございました。 

今後の施策や取り組みの参考とさせて戴くため、アンケートへのご協力をお願

い申し上げます。 

 

【【アアンンケケーートト提提出出締締切切】】  

2024 年 12 月 25 日（水）正午 

 

お忙しいところ恐れ入りますが、何卒ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

こちらからアクセスをお願いします。  
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